
前年度授業改善推進プランの検証 学習状況の現状と課題 指導方法の課題と授業改善策

第１学年

【現状】
○意欲的に取り組み、作品作りを楽しんで
いる児童が多い。

【課題】
〇表現したいことを決めるまでに時間がか
かったり、キャラクターを模倣したりする
児童もいる。

◎児童の学びのヒントになるように、児童の考えやよ
いところを取り上げたり、板書したりして、児童がい
つでも参考にできるようにする。
〇学習形態を工夫し、友達とかかわり合いながら、学
習に取り組むことができるようにする。

第２学年

【成果】
〇「もっと描きたい」「もっ
と作りたい」と思えるよう
に、学習内容を考えることが
できた。

【課題】
〇授業の前に、どれくらいの
スピードで製作を進めていけ
ばいいのか、おおまかなタイ
ムスケジュールを提示して、
見通しがもてるようにした
が、なかなか改善がみられな
かった。

【現状】
〇どんな活動にも意欲的に取り組む児童が
多い。作品に対して時間を掛けて丁寧に仕
上げようとする子が多い。

【課題】
〇道具の準備がなかなかできない。
〇じっくり考えず、早々に終わらせようと
する。
〇時間内に作業が終わらず作品を仕上げら
れない。

◎帰りの会、連絡帳への持ち物の記述など、自分で道
具を用意できるように自分の支度を自分でやろうとす
る習慣をつけさせる。
〇「もっと描きたい」「もっと作りたい」と思えるよ
うに、学習内容を考える。
〇授業の前に、どれくらいのスピードで製作を進めて
いけばいいのか、おおまかなタイムスケジュールを提
示して、見通しがもてるようにした上で、支援が必要
な児童については、個別に対応する。

第３学年

【成果】
〇楽しみながら、やってみ
たという気持ちをもって取
り組む様子が見られる。

【課題】
〇どの児童も意欲的に楽し
んで取り組むような、題材
や材料の選び方を工夫す
る。

【現状】
〇工作や絵など、何かを作ることが好き
で、作品作りに意欲的に集中して取り組む
児童が多い。

【課題】
〇楽しんで製作を進めている児童がいる中
で、表したいイメージをつかむまで、時間
の掛かる児童もいる。　　○作品を見て感
じたことを表現したり、友達の作品に興味
をもって感想を伝えたりすることが得意な
児童が少ない。

◎作品に対して、自分の感じたことを述べたり、他者
の発言を集中して聞いたりし、感想や思いを伝え合う
時間を設ける。

○お互いの学び合いの場になるように、授業中に友達
の作品の面白さやよさを取り上げる。
○題材やめあてから発想や思いが広がるような声掛け
をする。

第4学年

【成果】
〇自分の表したいことを積
極的に表現することができ
る。

【課題】
〇用具の扱い方や知識に個
人差がある。

【現状】
〇表したいことに合わせて描画材を選んだ
り表し方を考えたりできる。

【課題】
〇提示された表現方法や描画材は選べる
が、前学年までの材料や用具の経験を生か
すことが不足している。

◎これまでに学んだ技法や技能、材料を生かせるよう
な作品課題の製作を計画的に取りいていくことや児童
自らが学んだことを活用または応用できることに気付
けるような発問をしていく。

○導入時に前学年までに学んだ技法や道具の扱い方を
振り返るようにする。また、分からないことをそのま
まにしないように板書や掲示でいつでも確認できるよ
うにする。

第5学年

【成果】
〇見通しをもって作品を完
成させることができる。

【課題】
〇自分の見方や感じ方を深
め表現の多様化を追求する
力が不足している。

【現状】
〇楽しみながら主体的につくることや表す
活動に取り組むことができる。

【課題】
〇表したいことをよく考えたり、表現方法
を追求したりすることに時間を掛けること
を苦手とする児童が多い。

◎自分の思いを深めたり、広げたりするために作品制
作過程で様々な作品の鑑賞をすることで多様な見方を
もつことができるようにする。

〇多様な材料や用具をいつでも選べる環境を整え、ど
のような表現をすることができるかを試したり、気付
いたりする中で、自分がやりたいことに気付きながら
作品づくりに取り組めるようにする。

第6学年

【成果】
〇製作したことを振り返り
ながら様々な良さに気づ
き、学びを深めている。

【課題】
〇表現したことを見せ合う
ことや鑑賞の感想を伝える
ことを苦手とする児童が多
い。

【現状】
〇既習事項を生かし、表したいことを追求
して表現することの楽しさを味わうことが
できる児童が多い。

【課題】
〇図工に意欲的な児童が多い中、自分の製
作に自信がない児童の様子も見られる。ま
た、お互いの作品の良いところを見付けた
り、伝え合うことに消極的である。

◎鑑賞の時間や方法を計画的に取り入れてお互いの考
えや表現の良さを認め合うことで自己肯定感を高める
ことにつなげていく。

〇鑑賞の仕方を班や全体でするなど人数や場の設定を
計画的に変える。
〇ワークーシートで気付きを書き出せるようにする。
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